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▽　

月　

日　

開
会
、会
期
決
定
、

１１

２６

会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議
案
上

程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会

付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・

委
員
会
付
託
、
陳
情
上
程
・
委
員

会
付
託
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
省

略
・
討
論
・
採
決

▽　

月
３
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
４
日　

一
般
質
問

１２
▽　

月
７
日　

一
般
質
問
、
議
案

１２
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託

本本
会会
議議
のの
概概
要要

市政全般にわたり１８人の議員が質問しました。
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伊
藤　

多
華 
議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

全
て
の
子
供
の
安
心
と
希
望
実
現
の
た
め
に

ひ
と
り
親
家
庭
支
援
の
充
実
を
伺
う

加
藤　

学 
議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

座
間
市
一
般
競
争
入
札

に
つ
い
て
問
う

内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

コ
ロ
ナ
禍
の
中　

３
・
３
倍
の
経
済
効
果

座
間
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
継
続
求
め
る

�
波　

貴
志 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

熊
切　

和
人 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

西
中
学
校
の
屋
内
ト
イ
レ
の

改
修
に
つ
い
て

沖
本　

浩
二 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

市
政
運
営
指
針
へ
の
新
市
長
の 

政
策
織
り
込
み
の
考
え
を
問
う

　

西
中
学
校
で
は
、
ト
イ
レ
の
改

修
工
事
が
約　

年
行
わ
れ
て
い
な

２０

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
保
護
者

か
ら
全
て
の
屋
内
ト
イ
レ
に
お
い

て
か
な
り
の
悪
臭
が
す
る
た
め
、

ど
う
に
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
強

い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
に

て
教
職
員
に
話
を
聞
く
と
、
ト
イ

レ
の
悪
臭
が
ひ
ど
く
、
換
気
扇
を

一
日
中
回
し
て
い
る
状
態
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
西
中
学
校
は

ト
イ
レ
の
前
に
あ
る
教
室
も
あ
り
、

悪
臭
が
す
る
と
生
徒
も
授
業
に
集

中
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
成
長
期
の
生

徒
へ
の
悪
臭
に
よ
る
悪
影
響
が
な

い
か
心
配
で
す
。　

　

早
期
に
西
中
学
校
の
屋
内
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
ト
イ
レ

の
状
況
が
一
日
で
も
早
く
改
善
さ

れ
る
こ
と
を
強
く
望
み
ま
す
。
今

後
、
西
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
を
行
う
予
定
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

教
育
部
長　

西
中
学
校
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
保
護
者

か
ら
臭
気
に
つ
い
て
意
見
等
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
換
気
機
能
強
化

の
た
め
換
気
扇
の
交
換
等
の
対
策

を
行
い
ま
し
た
が
、
換
気
に
よ
る

効
果
は
限
定
的
で
し
た
。
教
育
委

員
会
で
は
西
中
学
校
の
ト
イ
レ
を

再
度
改
修
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

お
り
、
生
徒
の
利
用
が
多
い
２
号

棟
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
に
向
け
、

令
和
３
年
度
に
設
計
委
託
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

座
間
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
開
始

２５

さ
れ
、
市
民
が
住
宅
の
改
修
工
事

を
市
内
業
者
に
依
頼
し
、
実
施
し

た
場
合
に
５
万
円
を
上
限
に
補
助

さ
れ
る
も
の
で
す
。
令
和
２
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、
補
助
額
が
最
大　
２５

万
円
に
拡
充
し
ま
し
た
。市
長
は
、

次
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
コ

ロ
ナ
の
状
況
や
地
域
経
済
の
状
況

を
勘
案
し
、
判
断
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
が
、
今
回
、
２
７
８
件

の
応
募
に
対
し
、
１
６
２
件
が
決

定
し
、　

社
と
い
う
多
く
の
市
内

９３

業
者
の
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

補
助
額
３
４
１
０
万
円
で
工
事
費

１
億
１
２
７
９
万
円
と
い
う
効
果

を
出
し
、
経
済
効
果
は
３
・
３
倍

で
し
た
。
厳
し
い
財
源
の
中
、
最

小
限
の
経
費
で
最
大
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
上
げ
る
決
断
を
す
る
の

が
首
長
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
継
続
す
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

私
と
し
て
も
大
変
経
済

効
果
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及

な
ど
に
よ
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
需

要
が
大
変
伸
び
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。
市
民
の
注

目
を
集
め
た
理
由
の
一
つ
に
補
助

額
を　

万
円
と
し
た
こ
と
も
あ
る

２５

と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

以
降
は
、
本
市
の
財
政
運
営
の
問

題
な
ど
に
も
配
慮
し
、
市
民
の
注

目
を
集
め
る
よ
う
な
制
度
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

座
間
市
一
般
競
争
入
札
に
お
け

る
平
均
額
変
動
型
最
低
制
限
価
格

制
度
は
、
過
度
な
低
入
札
価
格
に

よ
る
受
注
を
防
止
す
る
た
め
、
座

間
市
契
約
規
則
に
規
定
す
る
最
低

制
限
価
格
を
入
札
価
格
に
基
づ
い

て
算
定
す
る
方
法
に
関
し
、
必
要

な
事
項
を
定
め
、
公
正
で
適
正
な

入
札
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
説
明
で
は

「
舗
装
工
事
及
び
電
気
工
事
の
入

札
案
件
に
お
い
て
、原
則
と
し
て
、

次
の
予
定
価
格
の
場
合
に
、
平
均

額
変
動
型
最
低
制
限
価
格
制
度
を

適
用
し
ま
す
」
と
の
記
載
と
と
も

に
、
変
更
後
の
適
用
範
囲
も
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
他
の
工
事
、

土
木
工
事
、解
体
等
の
工
事
は「
適

用
範
囲
の
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
だ
け
記
載
さ
れ
て
い
て
、
ど
こ

に
従
前
か
ら
の
範
囲
が
示
さ
れ
て

い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
従
前

の
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
貼
る
な
ど
の

工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

座
間
市
平
均
額
変

動
型
最
低
制
限
価
格
制
度
の
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
、
ご
指
摘

の
と
お
り
、
入
札
契
約
制
度
の
改

正
が
あ
っ
た
場
合
に
、
変
更
部
分

の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
入
札

者
は
改
め
て
要
領
等
を
検
索
す
る

必
要
が
あ
り
、
分
か
り
に
く
い
部

分
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
年
内
中

に
見
直
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

更
新
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

税
収
向
上
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
、
短
期
、
中
・
長
期

的
な
視
点
で
伺
い
ま
す
。
本
市
は

地
域
経
済
循
環
率
が
県
内
で
も
低

い
位
置
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
具
体
的
内
容
と
財
政
力
指
数

改
善
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
財
政
力
指
数
を
上

げ
る
数
値
目
標
を
掲
げ
て
取
組
を

さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

税
収
向
上
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
、
短
期
的
に
は
、
税

収
確
保
の
た
め
財
産
調
査
、
滞
納

処
分
、
不
動
産
公
売
な
ど
、
滞
納

整
理
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま

た
、
中
・
長
期
的
に
は
、
感
染
症

拡
大
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式
の

浸
透
に
伴
い
、
今
ま
で
の
東
京
一

極
集
中
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い

て
も
変
化
が
出
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
、
本
市
の
魅
力
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
一
般
財
源
、
市
税
の
増

収
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
経
済
循
環
率
と

財
政
力
指
数
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
直
接
的
な
相
関
関
係
が
あ
る

と
は
認
識
を
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
域
経
済
循
環
率
の
向
上
は
地
域

内
の
所
得
や
雇
用
の
確
保
に
つ
な

が
り
、
景
気
の
底
上
げ
と
な
り
ま

す
の
で
、
財
源
確
保
策
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
財
政
力
指

数
は
歳
入
歳
出
増
減
や
普
通
交
付

税
算
定
数
値
の
変
動
な
ど
、
様
々

な
要
因
に
よ
り
上
昇
、
ま
た
は
低

下
し
ま
す
の
で
、
今
後
も
財
政
力

指
数
の
分
析
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
総
合
的
な
支

援
制
度
に
つ
い
て
、
県
や
市
の
支

援
事
業
や
手
当
・
住
宅
等
、
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
分

か
り
や
す
く
集
約
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
総
合
的
な
支
援
サ
イ
ト
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
時
間
を
気
に
せ

ず
相
談
可
能
な
メ
ー
ル
に
よ
る
相

談
窓
口
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま

す
。
次
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
住

宅
家
賃
支
援
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
ま
す
。
加
え
て
、
子

育
て
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
生
活
実

態
調
査
を
実
施
し
、
経
済
的
な
生

活
困
窮
の
視
点
、
世
帯
構
成
に
よ

る
視
点
、
子
供
の
養
育
状
況
の
視

点
か
ら
結
果
を
分
析
し
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

現
在
、
各

種
支
援
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
個
別
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
見
や
す
く
探
し
や
す
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
努
め
ま
す
。

　

市
長　

ひ
と
り
親
家
庭
で
支
援

が
必
要
な
方
々
は
母
子
、
父
子
と

も
に
、
増
加
し
て
い
る
状
況
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
に

よ
る
相
談
窓
口
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
住
宅
家
賃
支
援
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
際
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え

な
が
ら
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
及
び

令
和
４
年
度
の
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
市
政
運
営
指
針
の
素
案
を

作
成
し
ま
し
た
。
現
行
の
第
四
次

総
合
計
画
は
、
令
和
２
年
度
に
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、
遠
藤
前

市
長
が
市
長
選
を
控
え
て
い
た
こ

と
か
ら
、
更
新
作
業
の
延
期
を
表

明
さ
れ
、
次
期
総
合
計
画
の
開
始

時
期
を
令
和
５
年
度
に
ず
ら
し
、

そ
の
間
の
空
白
期
に
お
い
て
、
現

総
合
計
画
を
基
本
と
し
た
市
政
運

営
指
針
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
遠
藤
前
市
長
が
描
い
た

市
政
運
営
指
針
の
素
案
は
、
今
後

佐
藤
新
市
長
の
下
で
原
案
化
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

佐
藤
新
市
長
自
ら
の
選
挙
公
約
で

掲
げ
て
い
た
政
策
を
織
り
込
む
こ

と
を
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

新
市
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

市
政
運
営
指
針
を
原
案

化
す
る
に
当
た
り
、
私
自
身
の
政

策
を
す
ぐ
に
実
行
で
き
る
も
の
も

あ
れ
ば
、
市
担
当
と
し
っ
か
り
と

協
議
を
し
、
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
学
校
給
食
に
関
し
て
は
、

教
育
委
員
会
と
の
協
議
が
必
要
で

あ
り
、
公
共
施
設
再
整
備
計
画
も

踏
ま
え
総
合
的
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
市
政
運
営
指
針
に
織
り
込

む
こ
と
に
つ
い
て
も
様
々
な
影
響

が
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
次
期
総
合
計
画
の
骨
子
の
策

定
段
階
で
政
策
を
織
り
込
み
、
お

示
し
し
た
い
と
考
え
ま
す
。


